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前号ではトラブルの背景について述べま

した。その中で、私たちはトラブルの原因

が技術力不足であってはならないと考えて

います。現象を把握し、トラブルを予防す

るためには数多くの現場に立ち会い、原因

を良く考えていくことで、養成されるのだ

と思います。経験が一番大事であることは

間違いありませんが、自分でそう数多くの

トラブルを起こしていたらたまったもので

はありません。その時、参考になるのが類

似例です。そうした知識を自分の経験とし

て取り入れておけば、いざというときに役

に立つのだと思います。

トラブルの事例
どのような点に注意して施工するかは、

各技術基準類の施工あるいは安全の項で述

べられていますが、トラブルの現象そのも

のを詳しく説明し、対策や留意点も述べら

れているものとして次のような文献を紹介

します。機会があれば是非一度ご覧下さい。

中には原因の理由付けに苦労しているもの

もあります。

１．根切り・山留めのトラブルとその対策

（社）地盤工学会、1995

２．知っておきたい根切り山留めの基本

（社）地盤工学会、2004

３．建設事故

日経コンストラクション編

４．現場の失敗

日経コンストラクション編

５．建設事故Ⅱ

日経コンストラクション編

ここではこれらの図書で解説されている

トラブルから、ごく簡単に原因と留意点を

表－１と図－１にまとめました。ここでは

トラブルを起こさないように、誰がどのよ

うな点に注意するかという未然防止として

見ていただきたいと思います。

また、対策工は最適なものを選定して実

施されたと思いますが、ここでは紹介しま

せん。対策工はその場の資材や現場条件に

よって幾通りか考えられるものだからで

す。例えば、写真－１をご覧下さい。この

写真は、ある立坑で掘削、捨てコン打設を

終えて何日か経過した釜場付近を写したも

のです。水と土粒子が湧き出ているのが確

認できると思います。なお、高圧噴射攪拌

工法により底面の地盤改良が行われていま

した。原因は、埋設を避けて斜め打ちした

部分で隙間があったことです。この時は、

立坑を水没させ、水の移動がなくなってか

「仮設構造物（土留め工）」のはなし⑦
５．土留めのトラブル２
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写真－１　立坑底面の様子
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ら薬液注入工法により止水するという対策

がとられました。施工条件が違えば他にも

対策があります。皆様も考えて見てくださ

い。

図－１　トラブル概要図

表－１　トラブル一覧表


